こと は 出来なかった。 そこに は、 その 時分 まだ 批判 精 

神 は 理知的. 論理的. 意志的な もので あり、 芸術 性 は 

感情的 • 感性 的な ものであると いうよう な 昔風な 知 情 

意の 区分が、 統一され た 人間 精神の 発動の 各面と いう 

理解にまで 高められて いなかつ たこと も 現れて いるの 

である。 

プロレタリア 文学 時代の 文芸批評 にあった 以上の よ 

うな 未熟 さは、 当然 その 発展 成長の ための 強い 批判 を 

必要と したので あつたが、 非常に 興味 ある こと は、 当 

時 その 理論的 未熟な 点に 向って 行われた 批判 は、 常に 

その 文学の 本質に 対立す る 社会的 層から 発せられ てい 



文学の 外のと ころから 云い 出す という ことに もな つた _ 

嘗て 純文学の 精神の 守護であった 芸術 性 はとん ぼ 返り 

をう つて、 鬼面 人 を 脅かす 類の ものに 転化した ので あ 

る。 

以上の 瞥見 は、 私たちに 今日、 何 を 教えて いるで あ 

ろうか。 現実に 即した 観察 は、 批判 精神と いう ものが 

決して 抽象 架空に 存在し 得る ものではなくて、 それ ど 

ころ か 実に 犇々 と 歴史の なかに 息 づき、 生成し、 変貌 

さえ も 辞せない ものである こと を 理解させる と 思う。 

批判 精神 は 情緒 感性と 切り はなされて 存在し 得る もの 

どころ か、 人間の 精神 活動の 諸 要素の 極めて 綜合され 
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